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1 はじめに 

 
本研究の目的は, 日本における物質主義者の

価値体系が、幸福感にどのような影響を与える

のかを探ることだ．物質主義者とは，生存への

安心感が低い人々のことだ.例えば,強力な指導

者の支持や仲間内強い結束，集団規範への厳格

な服従，よそ者の排除といった権威主義的反射

行動をとる傾向にある．権威主義的反射行動と

は，物資が不足している環境下で生き残るため

に，強力なリーダーに従って仲間うちの結束を

固め，一致団結してよそ者に備えたり，排除し

たりする傾向 のことである . （ Inglehart 

2018=2019）．つまり，権威主義的反射行動をと

る傾向の高い人々のことを物質主義者という． 

本研究で調査したことは．まず，物質主義者 

と脱物質主義者による幸福感の違いがあるのか， 

次に，日本人の物質主義と幸福感の関係におけ 

る世代差の影響があるのかということだ.その 

次に，男女差の影響はあるのかについてみてい 

った．最後に，物質主義者の幸福度が高い理由 

として，政治経済状況に対する現状肯定が作用 

しているのかについてみた． 

本研究の方法としては,3 つ以上の変数を扱う

のに優れた順序ロジスティック回帰分析を採用し

た. 使用データは,「世界価値観調査」の一環と

して日本において実施された「国民の意識 

に関する国際比較調査」の集計結果である．日

本の調査時時期は 2019 年で，調査対象は 18 歳 

以上の男女 2400 人である．調査項目には幸福度 

を 4 段階で尋ねた項目，年齢，性別を訪ねた項

目があった.その他，政治経済状況に対してどれ

くらい現在肯定しているかを 1～10 の数字で答

えるように尋ねた項目が含まれており、これら4 

つを変数として用いた。 

 

2 研究結果 

 
第一に,基準変数である物質主義と，脱物質主

義との間には有意な差があり，全体的には物質

主義が幸福にポジティブな影響をもたらすこと

がわかった．この時の p 値は 4％で，5％水準を

満たしており，統計的に優位な結果といえる． 

第二に,18～27 歳をベースカテゴリとし，物 

質主義が幸福度に及ぼす効果を検証した結果, 

基準変数である物質主義と，脱物質主義との間

には，世代効果の影響を考慮してもどの世代に 

おいても有意な差はなかった． 

第三に,男性を基準変数とし，性差を考慮した

上で物質主義が幸福度に及ぼす効果を検証した結

果,男性と女性との間には幸福度に有意な差があ

った。この時の p 値は 0.001％以下で，1％ 水

準を満たしていた． 

第四に,日本において性別の違いは物質主義者

か脱物質主義者にかかわらず，幸福度に影響を与

え，特に女性という変数は幸福度にネガティブな

影響をもたらしていた． 
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３ 結論 

 
第一に，全体的に物質主義が幸福にポジティ

ブな影響をもたらした．第二に，世代効果を考慮

しても，物質主義が幸福にポジティブな影響をも

たらす効果の方が強かった．第三に，日本におい

て性別の違いは物質主義者か脱物質主義者にかか

わらず，幸福度に影響を与え，特に女性という変

数は幸福度にネガティブな影響をもたらした．第

四に，政治経済状況に対する現状肯定の度合いの

高さは，物質主義が幸福にポジティブな影響をも

たらすことがわかった． 

ただし,日本において物質主義が幸福感にポジ

ティブな影響を与えるという因果関係に関する

研究はさらに必要である．分析をするうえで考

慮する必要のある要素は他にも沢山ある．今後

も，様々な要素を用いて，多様な観点から仮説

を構築し，検証していくことが依然として課題

として残されている． 
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